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一九七一年にパキスタンから独立後、世界に先駆けて日本はバングラデシュを国家承認し、一九七二年に国交樹立をしている。二〇一二年は国交樹立四〇周年という記念すべき年なのだ。し し、日本においてバングラデシュへの馴染みはほとんどないと言っていい。　「バングラデシュ」と聞けば、何をイメージするだろうか。大抵の人は「グラミン銀行」 、 「マイクロファイナンス」 、 「開発援助」 、 「ソーシャルビジネス」 、 「洪水 など 答えを思い浮か るのではないか。それらの答えに共通しているのは、 「貧困」イメージが背景にあるということ 時にはそののイメージが独り歩きし、 「飢餓」や「危機 連想されることさえもあるのではないか。的を射ている部分もあるだろう。しかしながら、実際にバングラデシュへ足を踏み入れてみ と、そのイメージ一新される。そこにはたくさんの笑顔に溢れた「微笑みの国」があった。●高層ビルが林立する首都ダカ　日本からバングラデシュへ行く際に現在は直行便
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牧歌的な村の風景。村の生活はシンプルだ
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れ、自分たちが話すベンガル語という言葉に誇りを持つ。今の日本が失ったものを思い出させてくれる何かがバングラデシュ はあるように感じる。幸せとは何なのか。バングラデシュの人々を見ていると、深く考えさせられるのである。 「経済発展をしても、 うか人々はこ ままの笑顔でいて欲しい」 。筆者がそんな自己中心的な考え 一方で、バングラデシュという国は前へと進み続け 。もうひとつの「微笑みの国」バングラデシュは、誰をも笑顔で迎え入れてくれるだろう。
あんどう　ゆうじ／アジア経済研究所　在バングラデシュ・ダカ海外研修生
2008年4月～2011年8月の期間、研究企画部研究人材課勤務。
2011年8月より一年間の海外研修生として、バングラデシュ・ダカへ派遣。
写真13：ダカの線路沿いのスラム街の子どもたち。スラム街の横は商業地区が広がる 写真12：湖沿いのスラム街。背景には高層ビルエリアが広がる
写真11：線路沿いのスラム街。危険な環境でも生活が営まれる。
ダカの経済格差は著しい
写真14：鼻水を垂らしながらも、笑顔で答えてくれる
スラム街の少女
